
【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。
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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
　事業所は、南区の清閑な住宅街、藤野公園に面した自然豊かな環境の中にある。　８９０㎡の広大な敷地、民家を改修したグループホー
ムは大邸宅の趣を漂わせている。　その中で利用者は、日本庭園を眺め、小鳥の囀りを聞き、菜園の花や野菜の生育を楽しみ、窓から公
園の季節の移り変わりを眺めながらゆったりと過ごしている。　地域との連携も良く、地域の行事に参加するとともに、近所の小学校の「花
いっぱい」にボランティアとして参加・交流し地域の一員として溶け込んでいる。　天気の良い日の散歩やテラスでお茶を飲みながらの外気
浴、近隣への買い物、桜や紅葉狩りなどの季節の外出行事も多く皆の楽しみとなっている。　食事作りにはできる範囲で参加し、菜園でとれ
た野菜や果物を食卓に並べ、「○○さんメニューの日」には、好みの物を皆で作り皆で味わう。　普段の健康は看護職員支援の下にきめ細
かな注意が払われ、病気になった時には訪問医の診療を受けたり、かかりつけ医の受診には職員の同行もしてもらえる。　もし重度化して
も職員は研修や勉強会で学び介護体制を整えている。　グループホームを終の棲家と考えている人も居るようだ。希望によっては行事で交
流があり看取り経験の豊富な系列のグループホームに移ることも可能である。　安心に支えられ穏やかな日々を送っていることは、その明
るく満足した表情からもうかがい知ることができる。　家族・友人は、訪問時には明るく笑顔で挨拶する職員に迎えられ、利用者と心行くまで
一緒に過ごすことができる。　食事を共にしたり、遠方から訪問した時などは泊りがけで利用者との絆を深めることもある。　それを支える職
員は、会議で自由に意見を述べ、内外の研修会参加や勉強会でスキルアップに努めている。　一年に一度の職員自己評価表は６０項目以
上に及び、じっくりと時間をかけて自分を振り返る機会としている。　これからも、モットーとする 「ゆっくり・楽しく・一緒に」 一段上へのサー
ビス向上を目指して更なる発展を期待したい。

基本情報リンク先
URL

http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2014_022_kani=true&Jigy
osyoCd=0170501845-00&PrefCd=01&VersionCd=022

評価機関名

所在地

特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401号室

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　（別紙４-１）

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0170503049

法人名 有限会社　ユアスタッフ

  ・定山渓温泉にもほど近い南区の緑豊かな場所に位置している。ホームの向かいには藤野公園や近くにはスキー場、
  　果樹園などもあり自然に恵まれた立地条件で、窓辺から見る木々や花々で四季を身近に感じることが出来る。

　・広い敷地には日本庭園や畑があり、散策したり、花を摘んだり、畑で作物を育て収穫する事ができ、民家の様な間取りは
  　家庭的で寛げ癒される空間となっている。

　・事業所ではペット(猫)を利用者が飼っており、お世話をしながら、利用者の心の癒しとなっている。

　・地域の方々と交流する機会も増えており、地域の行事にお誘いを頂いたり、利用者も小学校のボランティア
　　に登録したり、町内会の花壇の手入れに参加することにより生き甲斐や楽しみとなっている。

　・「ゆっくり」「楽しく」「一緒に」をモットーに一人ひとりの思いに寄り添い、最後までその人らしい生活が続けられるよう
　　お手伝いさせていただいています。

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

事業所名 グループホームみなみの里　

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

所在地 札幌市南区藤野３条10丁目1番２５号

自己評価作成日 平成27年9月1日 評価結果市町村受理日

訪問調査日

平成27年10月15日

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんどできていない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 ２７年 ９月 ２９日

項　　目

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
3. たまにある

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

4. ほとんど掴んでいない

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
58

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない
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